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社会科は
，日本においては, 1947年に初めて公
教育において採用された教科である
。したがって，
社会科の歴史は1947年に始まることになる
。し
かし
，社会科 突如としてＧＨＱから天
下ったものではない
。それ以前に日本社会の内在
的要請としての「社会科的なもの」があったこと
を
，社会科教育史研究は明らかにしてきている。
社会科前史としての「社会科的なもの」とは何
か
。（1）匚社会科＝社会系諸教科」の視点からの
史的研究, (2)「社会科＝問題解決学習＝公民形
成」の視点からの史的研究，（3）「社会科＝社会
認識教育」の視点からの史的研究に類型化できる
であろう
。本著は，第３の「社会科＝社会認識形
成」の観点を機軸にした社会科前史研究であると
いえる。本書の構成は，以下の通りである。
序　章　本研究の意義と方法
第
一 昭和初期社会認識教育の源流
第二章　初等公民科としての社会認識教育
第三章　郷土地理科としての社会認識教育
第四章　生活綴り方科としての社会認識教育
第五章　直観科としての社会認識教育
第六章　社会研究科としての社会認識教育第七章　昭和初期社会認識教育と戦後社会科へ
の影響
谷口氏は
，社会科成立以前に，「戦前の一時期，
制度上存在していない『社会がわかる』『社会の
しくみがわかる』ための教育を必要とした実践家
たちが
，様々な社会認識 展開してきた」と
概括している
。すなわち，教育実践（授業，カリ
キュラム）に焦点化して
，匚社会がわかる」教育
の史的展開を研究課題としている
。
本題は
，「昭和初期の社会認識教育」であるが，
昭和初期の前提として
，明治・大正期の社会認識
教育を第一章で考察している。本題の「‾昭和初期
－
の社会認識教育
」を次の４つの流れに整理してい
る
。①初等公民科としての社会認識教育（第二章）
では
，愛知県第一師範学校附属小学校匚郷土科」
と徳島県師範学校附属小学校厂郷土教育課程」及
び明石女子師範学校附属小学校厂郷土教育カリキュ
ラム」を取り上げている。また，②郷土地理科と
しての社会認識教育（第三章）では
，郷土教育連
盟の匚郷土学習指導方案」を，そして，③生活綴
り方科としての社会認識教育（第四章）として
，
村山俊太郎
，国分一太郎の理論と実践，また，④
直観抖としての社会認識教育（第五章）において
は
，東京女子高等師範学校附属小学校匚社会科」
と浅草富士小学校厂合科教育カリキュラム」を取
り上げている
。これらの４つの流れを背景に，
厂現代社会の科学的研究に特化」した実践が匚社
会研究科としての社会認識教育（第六章）」であ
るとして
，峰地光重「新郷土教育」と鈴木道太
「論文学習」及び山下徳治厂カリキュラム構想」
を考察している。
本研究の特質は
，社会科の最も重要な特質を匚社
会認諧教育＝社会研究科」として社会科前史を構想・
構成したことである
。『社会認識教育の理論と実践』
（内海巖編著, 1971)を端緒とし
，以降の自他の多
くの個別研究を咀嚼し
，社会科前史としての「社会
認識教育」史総括・体系化した最初の業績であり，
力作である
。また，「‾社会認識教育」の視座による
切口は
，重要な教科論的・教科教育史方法論的問題
を提起しており
，今後の社会科教育史研究に前史・
本史を含めて大きな刺激となるであろう
。
多くの新しい事実についての知見と共に
，社会
認識教育の概念
，教科概念と四類型の根拠とその
妥当性
，四類型と社会研究科の関連，個別研究の
評価・整理と体系化の方法の問題など，課題を啓発してくれる読み甲斐のある研究書である。
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